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百三指富
米子市長伊木隆司 l山l~J明

i雲間信
鳥取大学大学院医学系研究科医科学専攻博士課程の設置に関する要望書

立春の候、貴職におかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、近年の医療や生命科学分野の高度・専門化による発展に伴い、医療用ロボット開

発などを含む医療機器産業や薬品開発の進展に寄与する高度な専門職に対する時代の要請

が高まっています。また、超高齢社会を迎えた現代において、幸せに老後の生活を送り、

持続可能な長寿社会をつくっていくためには、看護師等の医療従事者に対してより専門的

な知識が求められるとともに、生活習慣病をはじめとした予防対策においても、科学的根

拠に基づいた保健指導等が今後益々重要となってくると思料しております。

この度、貴大学におかれまして、大学院医学系研究科医科学専攻博士前期課程・博士後

期課程の設置をお考えと聞き及んでおります。当該専攻の設置目的は、『心と科学の統合』

という教育理念に基づき、生命科学・再生医学等の自然科学と、心まで見据える保健学を

融合することで、より深く人間の心を理解したうえで、高度な医療機器開発等ができる専

門職業人や包括的地域支援ができる人材を養成するものであり、本市といたしましても、

その趣旨に強く共感・賛同するところであります。さらに博士後期課程では、新技術や高

度な知識を基に事業化できる能力を持った専門職業人や大学教員を養成し、『心と科学の統

合』という理念を実現できるような、より高度な人材を輩出する予定であると伺っており

ます。

本市におきましては、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること

ができるよう「地域包括ケアシステムJの構築を進めております。また、「健康寿命の延伸」

を今後の政策の大きな柱に掲げていこうと考えているところでございます。中海・宍道湖・

大山圏域市長会におきましては、「中海・宍道湖・大山圏域産学・医工連携推進協議会」を

設立し、医療機器開発の諸課題の解決に取り組んでおります。これらをより 一層発展させ

持続可能なものにしていくためには、高度な専門的知識を備えたエキスパートが必要であ

り、地元から人材が輩出される仕組みの構築は、この上なく理想的と考えております。

当該専攻の設置は、幅広い知識のみならず、地域を理解し愛着を持った人材の育成が可

能となり、地域産業・地域保健の発展・高度化に多大な貢献をいただくものと確信してお

ります。本市としましては、是非ともその実現を願うものであり、また、そのような優秀

な人材を一刻も早く養成していただきたく存じます。

貴大学におかれましては、本市の諸施策に対しまして引き続きご支援ご協力を賜ります

ようお願い申し上げますとともに、貴大学院医学系研究科医科学専攻(博士前期課程およ

び博士後期課程)が、早期に本市に設置されますよう強く要望いたします。
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特
別
研
究

専
⾨
家
養
成
科
⽬

分
野
横
断
的
科
⽬

基
盤
的
教
育
科
⽬

医
科
学
分
野
に
お
け

る
⾼
い
研
究
能
⼒

医
科
学
分
野
に
お
け

る
⾼
い
専
⾨
性

⼼
と
科
学
の
両
⾯
の
理

解
俯
瞰
的
な
思
考
⼒

⾼
い
倫
理
観

お
よ
び
責
任
感

基
礎
医
学
知
識

教
育
研
究
組
織
と
DP
, C
Pお

よ
び
養
成
す
る
人
材
像
と
の
関
連

博
士
前
期
課
程

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
(D
P)
に
基
づ
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

(C
P)
を
策
定
。
さ
ら
に
、
CP
に
応
じ
た
科
⽬
区
分
を
設
定
す
る
。

Ｄ
Ｐ
の
要
素

Ｃ
Ｐ
に
応
じ
た

科
⽬
区
分

7領
域

製
薬
・
医
療
機
器
関
連

企
業
従
事
・
開
発
者

⾼
度
臨
床
実
践
者

（
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
®
、
専
⾨
看
護
師
、

超
⾳
波
検
査
⼠
、
細
胞

検
査
⼠
、
認
定
認
知
症

領
域
検
査
技
師
、
包
括

的
地
域
⽀
援
実
践
者
）

基
盤
医
科
学

病
態
医
科
学

遺
伝
⼦
再
⽣
医

科
学

検
査
医
科
学

保
健
看
護
学

脳
と
こ
こ
ろ
の

医
科
学

保
健
公
衆

衛
⽣
学

輩
出
す
る
⼈
材

養
成
す
る
⼈
材
像

・
製
薬
・
医
療
機
器
関
連

企
業
従
事
・
開
発
者

・
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
®

・
超
⾳
波
検
査
⼠

・
細
胞
検
査
⼠

・
認
定
認
知
症
領
域

検
査
技
師

・
包
括
的
地
域
⽀
援

実
践
者

・
が
ん
看
護
専
⾨
看
護
師

7つ
の
研
究
領
域
が
、
⽬
指
す
⼈
材
像
に

応
じ
た
教
育
を
実
施
す
る
。
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教
育
研
究
組
織
と
DP
, C
Pお

よ
び
養
成
す
る
人
材
像
と
の
関
連

博
士
後
期
課
程

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
(D
P)
に
基
づ
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

(C
P)
を
策
定
。
さ
ら
に
、
CP
に
応
じ
た
科
⽬
区
分
を
設
定
す
る
。

Ｄ
Ｐ
の
要
素

Ｃ
Ｐ
に
応
じ
た

科
⽬
区
分

7領
域

輩
出
す
る
⼈
材

養
成
す
る
⼈
材
像

7つ
の
研
究
領
域
が
、
⽬
指
す
⼈
材
像
に

応
じ
た
教
育
を
実
施
す
る
。

基
盤
医
科
学

病
態
医
科
学

遺
伝
⼦
再
⽣
医

科
学

検
査
医
科
学

保
健
看
護
学

脳
と
こ
こ
ろ
の

医
科
学

保
健
公
衆

衛
⽣
学

・
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

起
業
家

・
創
薬
・
医
療
機
器
・

診
断
技
術
研
究
・

開
発
者

・
基
礎
医
学
教
育
・

研
究
者

・
保
健
医
学
教
育
・

研
究
者

特
別
研
究

ア
ド
バ
ン
ス

教
育
科
⽬

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

教
育
科
⽬

基
盤
的
教
育
科
⽬

起
業
に
必
要
な
能
⼒

⼼
と
科
学
の
両
⾯
の
理

解
、
⾼
い
倫
理
観

医
科
学
領
域
に
お
け
る

⾼
度
な
専
⾨
的
学
識

学
際
的
・
国
際
的
な
視

野
お
よ
び
独
⽴
し
て
研

究
を
⾏
え
る
能
⼒

医
科
学
分
野
に
お
け
る

⾼
度
な
研
究
実
践
⼒

創
薬
・
医
療
機
器
・

診
断
技
術
研
究
・
開

発
者

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

起
業
家

基
礎
医
学
教
育
・
研

究
者

保
健
学
教
育
研
究
者
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医
科

学
専

攻
に

お
け

る
教

育
課

程
方

針
お

よ
び

特
徴

生
命

科
学

、
再

生
医

科
学

、
保

健
学

、
工

学
等

の
様

々
な

背
景

を
持

つ
学

部
生

・
社

会
人

・
留

学
生

等

基
盤

的
教

育
科

目

専
門

職
業

人

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
教

育
科

目 高
度

専
門

職
業

人
・
教

育
研

究
者

医
科

学
専

攻
博

士
後

期
課

程
（
3年

）
：
入

学
定

員
8名

•
医

工
農

連
携

に
よ

る
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

教
育

•
健

康
保

持
増

進
・
生

活
支

援
シ

ス
テ

ム
の

理
解

•
創

薬
技

術
獲

得
の

た
め

の
実

践
教

育

1～
2年

1～
2年

医
科

学
専

攻
で

は
、

医
療

の
質

を
向

上
さ

せ
、

医
療

現
場

の
み

な
ら

ず
地

域
社

会
の

健
康

と
福

祉
の

向
上

に
貢

献
し

、
社

会
に

お
い

て
先

導
的

な
役

割
を

担
う

人
材

の
養

成
を

目
指

す
。

そ
の

理
念

を
達

成
す

る
た

め
、

以
下

の
教

育
目

標
を

実
践

す
る

。
１

．
心

と
科

学
の

両
面

を
理

解
で

き
る

基
盤

的
知

識
の

修
得

２
．

医
学

的
知

識
や

研
究

・
医

療
倫

理
の

修
得

３
．

分
野

横
断

的
か

つ
俯

瞰
的

な
知

識
に

根
差

し
た

思
考

力
の

涵
養

４
．

医
科

学
の

高
度

化
に

貢
献

で
き

る
研

究
力

の
涵

養

理
念

と
教

育
目

標

創
薬

・
医

療
機

器
・
診

断
技

術
研

究
・
開

発
者

基
礎

医
学

・
保

健
学

教
育

研
究

者
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
起

業
家

専
門

家
養

成
科

目

・
医

工
農

連
携

に
よ

る
橋

渡
し

研
究

の
実

践
教

育
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

教
育

・
高

度
臨

床
実

践
者

教
育

包
括

的
地

域
支

援
教

育
が

ん
看

護
専

門
看

護
師

養
成

教
育

認
定

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー
®養

成
教

育

専
門

資
格

取
得

教
育

等

ア
ド

バ
ン

ス
教

育
科

目

•
事

業
化

教
育

•
関

連
施

設
と

連
携

し
た

演
習

（
異

分
野

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
画

）

•
臨

床
研

究
（
モ

デ
ル

動
物

含
む

）
、

家
庭

・
地

域
フ

ィ
ー

ル
ド

研
究

•
医

学
部

で
の

教
育

体
験

•
基

礎
医

学
（
解

剖
・
生

理
・
薬

理
）

•
基

礎
医

科
学

（
心

と
科

学
の

理
解

、
俯

瞰
的

思
考

力
）

•
生

命
・
医

療
倫

理
教

育
•

医
療

安
全

教
育

•
知

財
教

育

：
先

端
的

医
学

知
識

、
医

科
学

研
究

倫
理

、
生

命
・
医

療
倫

理

博
士

後
期

課
程

を
見

据
え

た
一

貫
教

育
制

度

製
薬

・
医

療
機

器
関

連
企

業
従

事
・
開

発
者

高
度

臨
床

実
践

者

分
野

横
断

的
科

目

•
教

育
の

原
理

と
方

法
•

医
療

統
計

解
析

等

1年
2年

医
科

学
専

攻
博

士
前

期
課

程
（
2年

）
：
入

学
定

員
35

名

基
盤

的
教

育
科

目

早
期

修
了

制
度
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大
学

院
医

学
系

研
究

科
医

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）
に

お
け

る
養

成
す

る
人

材
像

と
教

育
課

程
の

科
目

構
成

健
康
と
福
祉
の
た
め
と
い
う
確
固
た
る
⽬
的
を
も
っ
た
創

薬
・
医
療
機
器
・
診
断
技
術
関
連
企
業
等
で
の
従
事
・
研

究
開
発
者

基
礎
医
学
知
識
や
深
い
科
学
的
根
拠
を
持
っ
て
臨
床
に
携
わ

る
⾼
度
臨
床
実
践
者
※

基
礎
医
学
知
識
等
の
教
授
と
と
も
に
、
俯
瞰
的
な
思
考
⼒
を
涵
養
し
、
出
⾝
学
科
・
学
部
・
⼤
学
の
異
な
る
学
⽣
間
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
⼊
れ
、
相
互
理
解
を
図
り
、
⼼
と
科
学
の
両
⾯
の
理
解
を
促
進
さ
せ
る
基
盤
的
教
育
科
⽬
、
分
野
に
共
通
し

た
知
識
を
修
得
さ
せ
る
分
野
横
断
的
科
⽬
、
専
⾨
的
職
業
⼈
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
さ
せ
る
専
⾨
家
養
成
科
⽬
を
配
置

し
、
医
学
、
⽣
命
科
学
、
再
⽣
医
療
学
、
保
健
学
分
野
に
お
け
る
⾼
度
専
⾨
職
業
⼈
や
先
端
的
研
究
能
⼒
を
有
す
る
⼈
材
を
育
成

す
る
。

２
年

次

１
・

２
年

次

専
⾨

家
養

成
科

⽬

※
 高

度
臨

床
実

践
者

：
認

定
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
®

が
ん

看
護

専
門

看
護

師
細

胞
検

査
士

超
音

波
検

査
士

認
定

認
知

症
領

域
検

査
技

師
認

知
症

予
防

専
門

士
等

論
⽂

作
成

各
専
⾨
分
野
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
論
⽂
と
し
て
結
実

特
別

研
究

分
野

横
断

的
科

⽬

各
専
⾨
分
野
に
お
け
る
修
⼠
論
⽂
作
成
の
た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
科
⽬

⾼
度
な
知
識
を
集
積
す
る
た
め
の
専
⾨
科
⽬

⽬
指
す
将
来
の
進
路
に
従
い
幅
広
い
科
⽬
か
ら
所
定
の
科
⽬
を
選
択
で
き
る

分
野
に
共
通
し
た
知
識
を
修
得
さ
せ
る
科
⽬

知
財
、
腫
瘍
、
統
計
解
析
、
教
育
、
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム

等

基
盤

的
教

育
科

⽬
共
通
し
て
⾝
に
つ
け
る
べ
き
知
識
を
学
ぶ
必
修
科
⽬

基
礎
的
必
須
科
⽬
：
基
礎
医
学
（
解
剖
・
⽣
理
・
薬
理
）
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
科
⽬

基
礎
医
科
学
概
論
：
⼼
と
科
学
の
両
⾯
を
理
解
さ
せ
俯
瞰
的
な
思
考
⼒
を
養
成
す
る
科
⽬

社
会
的
必
須
科
⽬
：
⽣
命
・
医
療
・
研
究
倫
理
、
医
療
安
全
、
知
財
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
科
⽬

１
年

次
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大
学

院
医

学
系

研
究

科
医

科
学

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）
に

お
け

る
養

成
す

る
人

材
像

と
教

育
課

程
の

科
目

構
成

健
康
と
福
祉
の
た
め
と
い
う
確
固
た
る
⽬
的
を

も
っ
た
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
起
業
家
や
創
薬
・
医

療
機
器
・
診
断
技
術
研
究
・
開
発
者

よ
り
⼈
間
を
理
解
し
、
卓
越
し
た
基
礎
医
学
お
よ
び

保
健
学
の
素
養
を
持
っ
た
教
育
研
究
者

共
通
し
て
⾝
に
つ
け
る
べ
き
先
端
的
医
学
知
識
や
、
教
育
・
研
究
者
の
み
な
ら
ず
起
業
⼈
に
必
須
の
⾼
い
倫
理
観
の
涵
養
の
た
め

の
必
修
科
⽬
と
し
て
基
盤
的
教
育
科
⽬
を
、
医
科
学
領
域
の
⾼
度
か
つ
専
⾨
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
及
び
知
財
関
連
の
実
践
的

な
教
育
科
⽬
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
教
育
科
⽬
を
、
独
⽴
し
て
教
育
・
研
究
が
で
き
る
能
⼒
を
育
成
す
る
⽬
的
で
ア
ド
バ
ン
ス

教
育
科
⽬
を
配
置
し
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
（
TR
）
を
⾏
え
る
能
⼒
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
で
き
る
能
⼒
、

教
員
と
し
て
独
⽴
で
き
る
能
⼒
、
起
業
で
き
る
能
⼒
、
等
を
持
っ
た
⼈
材
を
養
成
す
る
。

３
年

次

１
・

２
年

次

ア
ド

バ
ン

ス
教

育
科

⽬

論
⽂

作
成

各
専
⾨
分
野
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
論
⽂
と
し
て
結
実

特
別

研
究

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
教

育
科

⽬

各
専
⾨
分
野
に
お
け
る
博
⼠
論
⽂
作
成
の
た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
科
⽬

あ
わ
せ
て
、
TA
、
RA
制
度
を
徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
、
⼤
学
院
⽣
に
ゼ
ミ
や
講
演
会
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
の
学
術
⾏
事
の
企
画
運
営
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
を
提
供

医
科
学
領
域
の
⾼
度
か
つ
専
⾨
的
な
知
識
・
技
術
の
修
得
及
び
知
財
関
連
の
実
践
的
な
教
育
科
⽬

基
盤

的
教

育
科

⽬
基
礎
医
学
・
保
健
学
の
教
員
と
し
て
共
通
し
て
⾝
に
つ
け
る
べ
き
共
通
し
て
⾝
に
つ
け
る
べ
き
⼼
と
科
学
の
両
⾯
の
理

解
、
先
端
的
医
学
知
識
、
教
育
・
研
究
者
の
み
な
ら
ず
起
業
⼈
に
必
須
の
⾼
い
倫
理
観
の
涵
養
の
た
め
の
必
修
科
⽬

⾃
⽴
し
て
創
薬
・
医
療
機
器
・
診
断
技
術
の
開
発
に
つ
な
げ
る
能
⼒
、
起
業
を
⽬
指
す
能
⼒
、
基
礎
医
学
教

員
・
保
健
学
教
員
を
⽬
指
す
能
⼒
を
深
め
る
科
⽬
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医科学専攻における研究スケジュール 

【博士前期課程】 

時期 内容 

出願 希望する主指導教員等を、出願書類に記載して提出する。 

入試 

（入学前年の 8 月

および 11～12 月） 

学力試験および成績証明書等を総合して行う。 

学力試験は、外国語（英語）および専門科目の筆頭試験。さらに、入

学適正についての面接を行う。 

入学時 研究指導の責任者となる主指導教員を決定し、学生と教員との協議に

より、他分野の副指導教員を 1 名決定する。副指導教員の選定につい

ては、学生が持つ学修実績や経験等のバックグラウンドと、学生自ら

が描くキャリアデザインにより決定する。 

1 年次前期 基盤的教育科目、分野横断的科目および専門家養成科目を履修しなが

ら、主指導教員と協議し、研究テーマを設定、研究を開始する。 

1 年次後期 履修状況、進捗状況、生活状況等について、副指導教員との面談を行

う。副指導教員は、定められた報告書を専攻長に提出する。 

研究の進捗状況についての報告会を開催し、自らの研究についての中

間報告を行う。 

2 年次 

前期 

修士学位論文作成に着手し、データ収集等を行う。 

主指導教員の指導の下、研究内容についての学会発表等を行う。 

2 年次 

第 3 四半期 

主指導教員の指導の下、必要に応じて学会発表等を行う。 

履修状況、進捗状況、生活状況等について、副指導教員との面談を行

う。副指導教員は、定められた報告書を専攻長に提出する。 

主指導教員を経て、医学系研究科長に修士学位論文を提出する。 

2 年次 

第 4 四半期 

主指導教員を経て、医学系研究科長に修士学位論文を提出する。 

学位審査会（論文審査、口述試験、論文発表等）を実施する。 

学位審査会の結果を大学院委員会に報告し、大学院委員会において学

位授与を決定する。 
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【博士後期課程】 
時期 内容 

出願 希望する主指導教員等を、出願書類に記載して提出する。 
入試 
（入学前年の8月

および11～12月） 

学力試験および成績証明書等を総合して行う。 
学力試験は、外国語（英語）の筆頭試験および、志望する医科学領域の基礎学

力に関しての口述試験を実施する。さらに、入学適正についての面接を行う。

入学前 医科学専攻の前期課程を経ずに入学する者は、博士前期課程の基盤的教育科目

の「実用的解剖学特論」、「実用的生理学特論」および「薬理学・薬物療法学特

論」を e-learning教材による学修を行う。 
入学時 研究指導の責任者となる主指導教員を決定し、学生と教員との協議により、他

分野の副指導教員を1名決定する。副指導教員の選定については、学生が持

つ学修実績や経験等のバックグラウンドと、学生自らが描くキャリアデザイン

により決定する。 
1年次前期 基盤的教育科目、スペシャリスト教育科目を履修しながら、主指導教員と協議

し、研究テーマ、研究を開始する。 
1年次後期 アドバンス教育科目する。 

履修状況、進捗状況、生活状況等について、副指導教員との面談を行う。副指

導教員は、定められた報告書を専攻長に提出する。 
研究の進捗状況についての報告会を開催し、自らの研究についての中間報告を

行う。 
2年次前期 博士学位論文作成に着手し、データ収集等を行う。 

主指導教員の指導の下、必要に応じ学会発表等を行う。 
2年次後期 引き続き、データ収集等の研究を行う。必要に応じて、学会発表等を行う。 

履修状況、進捗状況、生活状況等について、副指導教員との面談を行う。副指

導教員は、定められた報告書を専攻長に提出する。 
研究の進捗状況についての報告会を開催し、自らの研究についての中間報告を

行う。 
3年次 
前期 

博士学位論文の最終校正を行う。 
投稿する学術雑誌の選考を行う。 
学術雑誌への投稿を行う。 

3年次 
第3四半期 

学術雑誌に投稿した論文が受理されるための研究等を行う。 
履修状況、進捗状況、生活状況等について、副指導教員との面談を行う。副指

導教員は、定められた報告書を専攻長に提出する。 
主指導教員を経て、医学系研究科長に学位申請書及び学術雑誌に掲載（受理さ

れたものを含む）された博士学位論文を提出する。 
提出された学位審査受理の有無を大学院委員会にて審議する。 

3年次 
第4四半期 

受理された後に学位審査会（論文審査・口述試験・論文発表等）を実施する。

学位審査会の後に学位論文審査要旨を研究科委員会に提出し、これに基づき研

究科委員会において学位授与を決定する。 
学位取得後 博士の学位授与の日から1年以内に、論文の全文をインターネット（鳥取大

学研究成果リポジトリ）の利用により公表する。ただし、やむを得ない理由が

ある場合には、研究科委員会の議を経て学長の承認を受け、その内容を要約し

たものを（鳥取大学研究成果リポジトリ）の利用により公表することで代替で

きる。 
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博士前期課程において養成する人材像に応じた履修モデル 

＜製薬・医療機器関連企業での従事・開発者養成の履修モデル＞ 

製薬・医療機器関連企業での従事・開発者を目指す学生は，基盤的教育科目を通じて，

医学一般と医療倫理・安全を学び，分野横断的科目を通じて知財と医療統計を学び，専

門家養成科目（医科学）と特別研究を通じて創薬並びに機器開発ができる高度な専門性

と実践力を身につける。 

科目 

区分 
授業科目 

1 年次 2 年次 

単位 前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 

医療倫理学特論 ○ 1 

医療安全学特論 ○ 1 

知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的 

科目 

知財戦略演習Ⅰ ○ 1 

医療統計解析学特論 ○ 2 

専門家 

養成科目 

（医科学） 

医療機器開発特論 ○ 2 

細胞分化・老化機構学特論 ○ 2 

再生医工学特論 ○ 2 

再生医工学演習 ◯ ○ 2 

遺伝子医科学特論 ○ 2 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 30 

 

＜高度臨床実践者養成（臨床検査技師：細胞検査士）の履修モデル＞ 

臨床検査技師資格の基盤の上に，病理検査の高度化に対応する技術を提供できる細胞

検査士を目指す学生は，「基礎医科学概論」等の基盤的教育科目，「知財戦略演習Ⅰ」等

の分野横断的科目の履修を通じて，基礎医科学の広い裾野の体系を学んだ上で，「病態細

胞学特論」，「病態細胞学演習」等の専門家養成科目（医科学）を学ぶことにより，病理

検査の高度化に対応することができる高度な専門性と実践力を身につける。 

科目 

区分 
授業科目 

1 年次 2 年次 

単位 前
期

後
期

前
期

後
期

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 
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医療倫理学特論 ○  1 

医療安全学特論 ○ 1 

知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的 

科目 

知財戦略演習Ⅰ ○ 1 

医療統計解析学特論 ○ 2 

専門家 

養成科目 

（医科学） 

実験腫瘍病理学特論 ○ 2 

神経病態・遺伝子疾患学特論 ○ 2 

病態細胞学特論 ○ 2 

病態細胞学演習 ○ 2 

病態制御学特論 ○ 2 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 30 

 

＜高度臨床実践者養成（包括的地域支援実践者（在宅・介護））の履修モデル＞ 

保健・医療の専門知識を地域支援に生かすことを目指す学生は，「基礎医科学概論」等

の基盤的教育科目，「地域医療システム学特論」等の分野横断的科目の履修を通じて，基

礎医科学の広い裾野の体系を学んだ上で，「生活機能看護学特論」等の専門家養成科目（保

健学）を学ぶことにより，地域の保健・医療のニーズに包括的に対応することができる

高度な専門性と実践力を身につける。 

科目区分 授業科目 

1 年次 2 年次 

単位前

期

後

期

前

期 

後

期 

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 

医療倫理学特論 〇 1 

医療安全学特論 〇 1 

知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的 

科目 

地域医療システム学特論 ○ 1 

認知症予防学特論 ○ 2 

専門家 

養成科目 

（保健学） 

生活機能看護学特論 ○ 2 

高齢者看護学特論 ○ 2 

高齢者看護学演習 ○ 2 

統合支援看護学特論 ○ 2 

統合支援看護学演習 ○ 2 

特別研究 保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 30 
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＜高度臨床実践者養成（包括的地域支援実践者（子育て支援））の履修モデル＞ 

子育て支援に関する保健・医療の専門知識を地域支援に生かすことを目指す学生は，

「基礎医科学概論」等の基盤的教育科目や「地域医療システム学特論」等の分野横断的

科目の履修を通じて，基礎医科学の広い裾野の知識に立脚し，地域母子保健看護学等の

専門知識の体系を学ぶことにより，地域の子育て保健・医療のニーズに包括的に対応す

ることができる高度な専門性と実践力を身につける。 

科目区分 授業科目 

1 年次 2 年次 

単位前

期

後

期

前

期 

後

期 

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 〇 1 

医療倫理学特論 〇 1 

医療安全学特論 ○ 1 

知財戦略特論Ⅰ 〇 1 

分野横断的 

科目 

地域医療システム学特論 ○ 1 

医療統計解析学特論 〇 2 

専門家 

養成科目 

（保健学） 

地域母子看護学特論 ○ 2 

地域母子看護学演習 ○ 2 

成育看護学特論 ○ 2 

成育看護学演習 ○ 2 

統合支援看護学特論 ○ 2 

特別研究 保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 30 

 

＜高度臨床実践者養成（看護管理者）の履修モデル＞ 

組織や地域レベルでの看護の発展に寄与することを目指す学生は，「基礎医科学概論」

等の基盤的教育科目，「地域医療システム学特論」等の分野横断的科目の履修を通じて，

基礎医科学の広い裾野の体系を学んだ上で，看護管理学を学び，高齢者看護や生活機能

に関する演習を行うことにより，広く医療全体を俯瞰し，現場に役立つ看護管理を実現

するための高度な専門性と実践力を身につける。 

科目 

区分 
授業科目 

1 年次 2 年次 

単位 前
期

後
期

前
期

後
期

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 
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医療倫理学特論 ○ 1 

医療安全学特論 ○ 1 

知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的 

科目 

地域医療システム学特論 ○ 1 

教育の原理と方法 ○ 2 

専門家 

養成科目 

（保健学） 

看護管理学特論 ○ 2 

看護理論 ○ 2 

看護学研究方法特論 ○ 2 

高齢者看護学演習  ○   2 

生活機能看護学演習 ○ 2 

特別研究 保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 30 
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＜高度臨床実践者（認定遺伝カウンセラー®）養成の履修モデル＞ 

認定遺伝カウンセラー®を目指す学生は，基盤的教育科目を通じて，医学一般と医療倫

理・安全を学び，分野横断的科目を通じて地域医療システムを学んだ上で，専門家養成

科目から「基礎人類遺伝学特論」，「遺伝カウンセリング演習・実習」等の認定遺伝カウ

ンセラー®の専門資格取得に必要な知識・技術を修得するための科目（21 単位）を受講す

るよう履修指導する。なお，十分な実習指導を行うために，認定遺伝カウンセラー®を目

指す学生は，各学年２名までとする。 

科目 

区分 
授業科目 

1 年次 2 年次 

単位 前
期

後
期

前
期

後
期

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 

医療倫理学特論 ○ 1 

医療安全学特論 ○ 1 

知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的科目 地域医療システム学特論 ○ 1 

専門家 

養成科目 

（医科学） 

基礎人類遺伝学特論Ⅰ ○ 2 

基礎人類遺伝学特論Ⅱ ○ 2 

基礎人類遺伝学演習Ⅰ ○ 1 

基礎人類遺伝学演習Ⅱ ○ 1 

臨床遺伝学特論 ○ 1 

臨床遺伝学演習 ○ 1 

遺伝サービス情報学演習 ○ 1 

遺伝医療と社会特論 ○ 1 

遺伝医療と倫理演習 ○ 1 

遺伝カウンセリング特論 ○ 2 

遺伝カウンセリング演習Ⅰ ○ 1 

遺伝カウンセリング演習Ⅱ ○ 1 

遺伝カウンセリング実習Ⅰ ○ 2 

遺伝カウンセリング実習Ⅱ ○ ○ 4 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 39 
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＜高度臨床実践者（がん看護専門看護師）養成の履修モデル＞ 

がん看護専門看護師を目指す学生は，基盤的教育科目を通じて，医学一般と医療倫理・

安全を学び，分野横断的科目を通じて病態生理，臨床薬理を学んだ上で，「看護管理学特

論」，「がん看護実習」等のがん看護専門看護師の専門資格取得に必要な知識・技術を修

得するための科目（38 単位）を受講するよう履修指導する。なお，十分な実習指導を行

うために，がん看護専門看護師を目指す学生は，各学年若干名とする。 

科目 

区分 
授業科目 

1 年次 2 年次 

単位 前
期 

後
期 

前
期 

後
期 

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 

実用的解剖学特論 ○ 1 

実用的生理学特論 ○ 1 

薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 

医療倫理学特論 ○ 1 

医療安全学特論 ○ 1 

知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的科目
病態生理学特論 ○ 2 

臨床薬理学特論 ○ 2 

専門家 

養成科目 

（保健学） 

看護管理学特論 ○ 2 

看護理論 ○ 2 

看護倫理学特論 ○ 2 

看護教育学特論 ○ 2 

フィジカルアセスメント特論 ○ 2 

がん看護に関する病態生理学 ○ 2 

がん看護に関する理論 ○ 2 

がん治療支援に関わる看護援助論 ○ 2 

緩和ケア特論Ｉ ○ 2 

緩和ケア特論Ⅱ ○ 2 

緩和ケア演習Ｉ ○ 2 

緩和ケア演習Ⅱ ○ 2 

がん看護学実習Ｉ ○ 2 

がん看護学実習Ⅱ ○ 2 

がん看護学実習Ⅲ ○ 6 

特別研究 保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 

合計 55 

 

  

80



＜後期課程に進学する場合の履修モデル＞ 

博士前期・後期を見据えた履修モデル（創薬・医療機器・診断技術関連企業での研究・開発者） 

博士前期課程では，基盤教育科目を通じて，医学一般と医療倫理・安全を学び，分野

横断的科目を通じて知財と医療統計を学び，専門家養成科目（医科学）と特別研究を通

して製薬・医療機器関連企業等での従事・開発者としての専門性と実践力を身につける。 

さらに，創薬・医療機器・診断技術関連企業での研究・開発者を目指した高度な知識・

技術・実践力を身につけるため，博士後期課程への進学を勧める。博士後期課程では，

例えば，基盤的教育科目を通じて，専門分化した医学と医療倫理・安全を学び，スペシ

ャリスト教育科目（医科学）とアドバンス教育科目（医科学）を通じて組織工学技術を

用いた循環器の再生に特化した知識と知財の知識を有し，特別研究を通じて独立した研

究者として創薬・医療機器・診断技術関連企業での研究・開発ができる高度な専門性と

実践力を身につける。 

博士前期課程 博士後期課程 
単

位
科目 
区分 

授業科目 
1 年次 2 年次 1 年次 2 年次 3 年次

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期 
後

期 
前

期 
後

期

博
士
前
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 
実用的解剖学特論 ○ 1 
実用的生理学特論 ○ 1 
薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 
医療倫理学特論 ○ 1 
医療安全学特論 ○ 1 
知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的

科目 
知財戦略演習 I ○ 1 
医療統計解析学特論 ○ 2 

専門家 
養成科目 
（医科学） 

医療機器開発特論 ○ 2 
細胞分化・老化機構学特論 ○ 2 
再生医工学特論 ○ 2 
再生医工学演習 ○ ○ 2 
遺伝子医科学特論 ○ 2 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10
博士前期課程 合計 30

博
士
後
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1 
生命・医療倫理学特論 ○ 1 
高次基盤医学特論 ○ 1 

スペシャリ

スト教育科

目（医科学） 

知財戦略演習Ⅱ ○ 1 
循環再生医学特論 ○ 2 
循環再生医学演習      ○     1 

アドバンス

教育科目

（医科学） 
組織工学演習 

     
◯

    
1 

特別研究 統合医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 
博士後期課程 合計 12
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博士前期・後期を見据えた履修モデル（バイオサイエンス起業家） 

博士前期課程では，基盤教育科目を通じて，医学一般と医療倫理・安全を学び，分野

横断的科目を通じて知財と医療統計を学び，専門家養成科目（医科学）と特別研究を通

して製薬・医療機器関連企業等での従事・開発ができる専門性と実践力を身につける。 

さらに，バイオサイエンス起業家を目指した高度な知識・技術・実践力を身につける

ため，博士後期課程への進学を勧める。博士後期課程では，例えば，基盤的教育科目を

通じて，専門分化した医学と医療倫理・安全を学び，スペシャリスト教育科目（医科学）

とアドバンス教育科目（医科学）を通じて染色体工学技術を用いた遺伝子操作技術に特

化した知識と知財の知識を有し，特別研究を通じて独立した研究者として染色体工学並

びに遺伝子医療に関するバイオサイエンス起業ができる高度な専門性と実践力を身につ

ける。 

博士前期課程 博士後期課程 
単

位
科目 
区分 

授業科目 
1 年次 2 年次 1 年次 2 年次 3 年次

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期 
前

期 
後

期 
前

期

後

期

博
士
前
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 
実用的解剖学特論 ○ 1 
実用的生理学特論 ○ 1 
薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 
医療倫理学特論 ○ 1 
医療安全学特論 ○ 1 
知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断 
的科目 

知財戦略演習 I ○ 1 
医療統計解析学特論 ○ 2 

専門家 
養成科目 
（医科学） 

医療機器開発特論 ○ 2 
細胞分化・老化機構学特論 ○ 2 
再生医工学特論 ○ 2 
再生医工学演習 ○ ○ 2 
遺伝子医科学特論 ○ 2 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10
博士前期課程 合計 30

博
士
後
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1 
生命・医療倫理学特論 ○ 1 
高次基盤医学特論 ○ 1 

スペシャリ

スト教育科

目（医科学） 

知財戦略演習Ⅱ ○ 1 
遺伝子・染色体機能医工学特論 ○ 2 
遺伝子・染色体機能医工学演習     ○      1 

アドバンス

教育科目 
（医科学） 

染色体医工学演習 
     

◯ 
    

1 

特別研究 統合医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 
博士後期課程 合計 12
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博士前期・後期を見据えた履修モデル（基礎医学教育・研究者） 

博士前期課程では，必修の基盤的教育科目に加え、分野横断的科目の「教育の原理と

方法」等の学習及び専門家養成科目で興味を持つ分野の科目，さらには「医科学特別研

究」を通じて，将来の研究者として，また，教育者としての基礎を学び，将来の基礎医

学教育・研究者として基盤となる高度な専門性と実践力を身につける。 

さらに，基礎医学におけるより専門的な分野の教育・研究者を目指した高度な教育力・

研究力を身につけるため，博士後期課程への進学を勧める。博士後期課程では，必修の

基盤的教育科目に加え，スペシャリスト教育科目（医科学），アドバンス教育科目（医科

学）で興味を持つ分野についてより高度かつ最先端の研究内容や研究方法を学ぶととも

に「統合医科学特別研究」で医科学分野において新知見を見出し，それを論文として公

表することで，独立した研究者及び教育者として基礎医学分野において貢献できる高度

な専門性と実践力を身につける。 

博士前期課程 博士後期課程 

単
位 

科目 
区分 

授業科目 
1 年次 2 年次 1 年次 2 年次 3 年次

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期 
前

期 
後

期 
前

期 
後

期

博
士
前
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 
実用的解剖学特論 ○ 1 
実用的生理学特論 ○ 1 
薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 
医療倫理学特論 ○ 1 
医療安全学特論 ○ 1 
知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的

科目 
教育の原理と方法 ○ 2 
知財戦略演習Ⅰ ○ 1 

専門家 
養成科目 
（医科学） 

細胞分子機構学特論 ○ 2 
細胞分子機構学演習 ○ ○ 2 
細胞分化・老化機構学特論 ○ 2 
免疫認識学特論 ○ 2 
免疫認識学演習 ○ ○ 2 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10
博士前期課程 合計 30

博
士
後
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1 
生命・医療倫理学特論 ○ 1 
高次基盤医学特論 ○ 1 

スペシャリス

ト教育科目 
（医科学） 

分子応答制御学特論Ⅰ ○ 2 

分子応答制御学演習Ⅰ ○
   

1 

アドバンス

教育科目 
（医科学） 

分子応答制御学特論Ⅱ 
     

◯ 
    

2 

特別研究 統合医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 
博士後期課程 合計 12
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博士前期・後期を見据えた履修モデル（保健学教育・研究者） 

博士前期課程では，必修の基盤的教育科目に加え、分野横断的科目の「教育の原理と

方法」等の学習及び専門家養成科目で興味を持つ分野の科目，さらには「保健学特別研

究」を通じて，将来の研究者として，また，教育者としての基礎を学び，将来の保健学

教育・研究者として基盤となる高度な専門性と実践力を身につける。 

さらに，保健学におけるより専門的な分野の教育・研究者を目指した高度な教育力・

研究力を身につけるため，博士後期課程への進学を勧める。博士後期課程では，必修の

基盤的教育科目に加え，スペシャリスト教育科目（保健学），アドバンス教育科目（保健

学）で興味を持つ分野についてより高度かつ最先端の研究内容や研究方法を学ぶととも

に「統合保健学特別研究」で保健学分野において新知見を見出し，それを論文として公

表することで，独立した研究者及び教育者として保健学分野において貢献できる高度な

専門性と実践力を身につける。 

博士前期課程 博士後期課程 

単
位 

科目 
区分 

授業科目 
1 年次 2 年次 1 年次 2 年次 3 年次

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

博
士
前
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1
実用的解剖学特論 ○ 1
実用的生理学特論 ○ 1
薬理学・薬物療法学特論 ○ 1
医療倫理学特論 ○ 1
医療安全学特論 ○ 1
知財戦略特論Ⅰ ○ 1

分野横断的

科目 

地域医療システム学特論 ○ 1
統計ソフトウエア演習  ○         2
教育の原理と方法 ○ 2

専門家 
養成科目 
（保健学） 

高齢者看護学特論 ○ 2
高齢者看護学演習 ○ 2
統合支援看護学特論 ○ 2
統合支援看護学演習 ○ 2

特別研究 保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10
博士前期課程 合計 30

博
士
後
期
課
程 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1
生命・医療倫理学特論 ○ 1
高次基盤医学特論 ○ 1

スペシャリス

ト教育科目

（保健学） 

統合保健学研究方法特論 ○
   

2

成人・高齢者保健学特論 ○ 2

アドバンス

教育科目

（保健学） 

成人・高齢者保健学統合

演習      
○

    
1

特別研究 統合保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4
博士後期課程 合計 12
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＜進路変更時の履修モデル＞ 

（製薬・医療機器関連企業等での従事・開発者→高度臨床実践者（認知症予防専門士）） 

入学後半年までに他の分野への興味が出た場合，同じ修業年限での進路変更が可能で

ある。 

例えば，製薬・医療機器関連企業等での従事・開発者を目指す学生が認知症予防専門

士に進路変更を希望した場合は，１年次前期の段階で履修登録を変更し，１年次後期か

ら分野横断的科目の「認知症予防学特論」等の学習，さらに，専門家養成科目（医科学）

の「認知症予防学演習」や「医科学特別研究」を通じて認知症予防専門士としての高度

な専門性と実践力を身につける。 

研究指導教員に関しては，最初の主指導教員と相談した上で，主指導教員と副指導教

員の変更を行う。 

なお，入学後半年以降に進路変更を希望する場合，修業年限の延長が必要である。 

科目区分 授業科目 
1 年次 2 年次 単

位 前期 後期 前期 後期 

基盤的 

教育科目 

基礎医科学概論 ○ 1 
実用的解剖学特論 ○ 1 
実用的生理学特論 ○ 1 
薬理学・薬物療法学特論 ○ 1 
医療倫理学特論 ○ 1 
医療安全学特論 ○ 1 
知財戦略特論Ⅰ ○ 1 

分野横断的 

科目 

知財戦略演習Ⅰ ○ 1 削除 

医療統計解析学特論 ○ 2 削除 

認知症予防学特論   ○  2 追加 

地域医療システム学特論 ○ 1 追加 

専門家 

養成科目 

（医科学） 

医療機器開発特論 ○ 2 削除 

認知症予防学演習 ○ 2 追加 

細胞分化・老化機構学特論 ○ 2 
再生工学特論 ○ 2 削除 

再生工学演習 ◯ ○ 2 削除 

神経病態・遺伝子疾患学演習  ○   2 追加 

遺伝子医科学特論 ○ 2 
専門家 

養成科目 

（保健学） 

生活機能看護学特論 ○ 2 追加 

生活機能看護学演習 
 

○ 
  

2 追加 

特別研究 医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ 10 
合計 32 

※削除：履修を計画していたが取り止めた科目 

※追加：進路変更に伴い新たに履修する科目 
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博士後期課程において養成する人材像に応じた履修モデル 

＜創薬・医療機器・診断技術関連企業での研究・開発者の履修モデル＞ 

創薬・医療機器・診断技術関連企業での研究・開発者を目指す学生は，基盤的教育科

目を通じて，専門分化した医学と医療倫理・安全を学び，スペシャリスト教育科目（医

科学）とアドバンス教育科目（医科学）を通じて，例えば，組織工学技術を用いた循環

器の再生に特化した知識と知財の知識を有し，特別研究を通じて独立した研究者として

創薬・医療機器・診断技術関連企業での研究・開発ができる高度な専門性と実践力を身

につける。 

科目区分 授業科目 
1 年次 2 年次 3 年次 

単

位 
前

期

後

期

前

期

後

期

前

期 
後

期 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1 
生命・医療倫理学特論 ○ 1 
高次基盤医学特論 ○ 1 

スペシャリスト 
教育科目 
（医科学） 

知財戦略演習Ⅱ ○ 1 
循環再生医学特論 ○ 2 
循環再生医学演習 ○ 1 

アドバンス教育科目 
（医科学） 

組織工学演習 
 

○
    

1 

特別研究 統合医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 
合計 12 

 

＜バイオサイエンス起業家養成の履修モデル＞ 

バイオサイエンス起業家を目指す学生は，基盤的教育科目を通じて，専門分化した医

学と医療倫理・安全を学び，スペシャリスト教育科目（医科学）とアドバンス教育科目

（医科学）を通じて，例えば，染色体工学技術を用いた遺伝子操作技術に特化した知識

と知財の知識を有し，特別研究を通じて独立した研究者として染色体工学並びに遺伝子

医療に関するバイオサイエンス起業ができる高度な専門性と実践力を身につける。 

科目区分 授業科目 
1 年次 2 年次 3 年次 

単

位
前

期

後

期

前

期

後

期 
前

期 
後

期 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1 
生命・医療倫理学特論 ○ 1 
高次基盤医学特論 ○ 1 

スペシャリスト 
教育科目 
（医科学） 

知財戦略演習Ⅱ ○ 1 
遺伝子・染色体機能医工学特論 ○ 2 
遺伝子・染色体機能医工学演習 ○ 1 

アドバンス教育科目 
（医科学） 

染色体医工学演習 
 

○
    

1 

特別研究 統合医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 
合計 12
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＜基礎医学教員・研究者養成の履修モデル＞ 

基礎医学教育・研究者を目指す学生は，必修の基盤的教育科目に加え，スペシャリス

ト教育科目（医科学）とアドバンス教育科目（医科学）で興味を持つ分野について高度

かつ最先端の研究内容や研究方法を学ぶとともに「統合医科学特別研究」で医科学分野

において新知見を見出し，それを論文として公表することで，独立した研究者及び教育

者として基礎医学分野において貢献できる高度な専門性と実践力を身につける。 

科目区分 授業科目 
1 年次 2 年次 3 年次 

単

位 
前

期

後

期

前

期

後

期

前

期 
後

期 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1 
生命・医療倫理学特論 ○ 1 
高次基盤医学特論 ○ 1 

スペシャリスト 
教育科目（医科学） 

分子応答制御学特論Ⅰ ○ 2 
分子応答制御学演習Ⅰ ○ 1 

アドバンス教育科目 
（医科学） 

分子応答制御学特論Ⅱ 
 

◯
    

2 

特別研究 統合医科学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 
合計 12 

 

＜保健学教員・研究者養成の履修モデル＞ 

保健学の教育・研究者を目指す学生は，博士後期課程では，基盤的教育科目の履修を

通じて，高次基盤医科学の概念を学び，スペシャリスト教育科目（保健学），アドバンス

教育科目（保健学）の履修を通じて，独立して教育・研究を遂行することができる高度

な専門性と実践力を身につける。 

科目 
区分 

授業科目 
1 年次 2 年次 3 年次 

単

位
前

期

後

期

前

期

後

期 
前

期 
後

期 

基盤的 
教育科目 

医科学研究特論 ○ 1
生命・医療倫理学特論 ○ 1
高次基盤医学特論 ○ 1

スペシャリスト 
教育科目（保健学） 

統合保健学研究方法特論 ○ 2
成人・高齢者保健学特論 ○ 2

アドバンス教育科目 
（保健学） 

成人・高齢者保健学統合演習
 

○
    

1

特別研究 統合保健学特別研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4
合計 12
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大
学

院
医

学
系

研
究

科
医

科
学

専
攻

の
設

置
【

改
組

の
趣

旨
】

医
療

の
質
を

向
上

さ
せ

，
医

療
現

場
の

み
な

ら
ず
地
域
社
会
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
，
社
会
に
お
い
て
先
導

的
な

役
割

を
担

う
人

材
を

育
成

す
る

た
め

，
生

命
現

象
を

解
明

し
科

学
的

根
拠

を
突

き
詰

め
る

生
命

科
学

専
攻
・
機
能
再
生
医
科
学
専
攻
と
，
人
間
を
理
解
し
健
康
と
福
祉
に
貢
献

す
る

保
健

学
専

攻
の

３
専

攻
を

統
合

さ
せ

て
，

地
域

を
含

む
医

療
現

場
で

の
異

分
野

連
携

実
践

的
教

育
を

行
う
，
新
し
い
医
科
学
専
攻
を
設
置
す
る
。

【
養

成
す

る
人

材
像

】

医
科
学
専
攻
で
は
、
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
、
医
療
現
場
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
、
社
会
に
お
い
て
先
導
的
な
役
割
を
担
う
人
材
の
養
成
を
目
指
す
。

そ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、
以
下
の
教
育
目
標
を
実
践
す
る
。

１
．
心
と
科
学
の
両
面
を
理
解
で
き
る
基
盤
的
知
識
の
修
得

２
．
医
学
的
知
識
や
研
究
・
医
療
倫
理
の
修
得

３
．
分
野
横
断
的
か
つ
俯
瞰
的
な
知
識
に
根
差
し
た
思
考
力
の
涵
養

４
．
医
科
学
の
高
度
化
に
貢
献
で
き
る
研
究
力
の
涵
養

医
科
学
専
攻
の
理
念
及
び
教
育
目
標
の
も
と
に
、
基
礎
医
学
を
土
台
と
し
て
、
医
学
・
医
療
に

応
用
で
き
る
科
学
分
野
で
あ
る
医
科
学
の
深
い
学
識
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
先
端
研
究
を
行
う

こ
と
で
、
医
学
的
知
識
を
持
ち
、
生
命
科
学
、
再
生
医
学
、
保
健
学
分
野
に
お
け
る
高
い
専
門

性
と
倫
理
観
を
備
え
研
究
能
力
を
有
す
る
高
度
専
門
職
業
人
を
育
成
。

【
授
与
す
る
学
位
：
修
士
（
医
科
学
）
、
修
士
（
保
健
学
）
】

博
⼠
前
期
課
程

医
科
学
専
攻
の
理
念
及
び
教
育
目
標
の
も
と
に
、
真
理
の
探
究
な
ど
の
基
礎
医
学
の
研
究
、
診

断
・
治
療
・
予
防
の
原
理
に
関
す
る
基
盤
研
究
、
健
康
維
持
増
進
の
研
究
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
医
学
の
推
進
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
独
立
し
て
行
い
、
基
礎
医
学
教
員
や
保

健
学
教
員
、
企
業
等
の
研
究
者
、
さ
ら
に
は
将
来
の
医
科
学
関
連
の
起
業
家
等
を
育
成
。

【
授
与
す
る
学
位
：
博
士
（
医
科
学
）
、
博
士
（
保
健
学
）
】

博
⼠
後
期
課
程

基
礎
医
学
知
識
を
修
得
し
、
心
と
科
学
の
両
面
を
理
解
し
た
高
度
専
門
職
業
人
、
教
育
・
研
究
者

◆
理

念
と

教
育

目
標

【
現

組
織

と
改

組
後

の
組

織
】

【
改
組
後
(平

成
32
年
度
～
)】

3
専
攻

（
入
学
定
員
：
修
士
４
１名

、
博
士
３
８
名

）

医
科

学
専

攻
（

前
期

３
５
名

、
後

期
８
名

）

基
盤
医

科
学

病
態

医
科

学
遺

伝
子

再
生

医
科

学
検

査
医

科
学

脳
と
こ
こ
ろ
の

医
科

学
保

健
看

護
学

保
健

公
衆

衛
生

学

臨
床
心
理
学
専
攻
（
修
士
６
名
）

臨
床

心
理

学

医
学
専
攻
（
博
士
３
０
名
）

形
態

・
機
能

制
御

医
学

病
態
解
析

・
制
御
医
学

社
会
環
境

情
報
医
学

発
達
加
齢

適
応
医
学

生
体
防
御

医
学

脳
神
経

医
学

臨
床
腫
瘍
学

ｲﾉ
ﾍﾞ
ｰｼ
ｮﾝ

医
療
学

障
害
児

医
療
学

【
改
組
前
(～

平
成
31

年
度
)】

5
専
攻
（
入
学
定
員
：
修
士
４
１名

、
博
士
４
６
名
）

生
命
科
学
専
攻
（
前
期
１０

名
、
後
期
５
名
）

分
子

細
胞

生
物

学
生
体
情
報
機
能
学

機
能
再
生
医
科
学
専
攻
（
前
期
１１
名
、
後
期
７
名
）

生
体

機
能

医
工

学
遺
伝
子
再
生
医
療
学

臨
床
心
理
学
専
攻
（
修
士
６
名
）

臨
床

心
理

学

医
学
専
攻
（
博
士
３
０
名
）

形
態

・
機

能
制

御
医

学
病
態
解
析

・
制
御
医
学

社
会
環
境

情
報
医
学

発
達

加
齢

適
応

医
学

生
体

防
御

医
学

脳
神
経

医
学

臨
床
腫
瘍
学

ｲﾉ
ﾍﾞ
ｰｼ
ｮﾝ

医
療
学

障
害

児
医

療
学

保
健
学
専
攻
（
前
期
１４

名
、
後
期
４
名
）

看
護
学
分
野

基
礎

看
護

学
母
性
・
小
児

家
族
看
護
学

地
域
・

精
神

看
護

学
成
人
・
老
人

看
護
学

医
用
検
査
学
分
野

生
体

制
御

学
病

態
検

査
学
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鳥
取

大
学

に
お

け
る

研
究

実
用

化
の

実
績

と
展

望

フ
ァ

ン
ド

の
設

立

•
平

成
27

年
1月

山
陰

合
同

銀
行

と
総

額
約
10

億
円

の
「
と

っ
と

り
大

学
発

・
産

学
連

携
フ

ァ
ン

ド
」
を

設
立

。

•
フ

ァ
ン

ド
に

よ
る

出
資

と
経

営
指

導
に

よ
り

、
大

学
が

保
有

す
る

特
許

・
知

的
財

産
を

活
用

し
た

起
業

を
後

押
し

。
新

産
業

の
創

造
に

よ
り

、
関

連
企

業
や

産
業

の
集

積
も

見
込

ま
れ

て
お

り
、

地
域

経
済

活
性

へ
大

き
な

波
及

効
果

が
期

待
さ

れ
る

。

シ
ー

ズ


再

生
医

療
研

究


染

色
体

工
学

研
究

•
多

能
性

幹
細

胞
か

ら
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

細
胞

を
選

別
す

る
技

術
を

開
発

（
国

際
特

許
取

得
済

み
）

•
肝

疾
患

治
療

用
細

胞
シ

ー
ト

の
開

発

世
界

初
の

ヒ
ト

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

由
来
iP
S細

胞
の

完
全

修
復


医

療
介

護
関

連
機

器
の

開
発

後
ろ

乗
り

式
電

動
車

イ
ス

新
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ロ

ボ
ッ

ト
整

形
外

科
用

ド
リ

ル
口

腔
粘

膜
保

護
用

ｵ
ｰ

ﾗ
ﾙ

ｼ
ｪﾙ

等


臨

床
応

用

脂
肪

幹
細

胞
に

よ
る

乳
房

再
建

等

起
業 企
業

誘
致

＆
鳥

大
発

ベ
ン

チ
ャ

ー

医
療

ニ
ー

ズ
技

術
シ

ー
ズ

非
臨

床
・

臨
床

試
験

実
装

実
験

医
工

農
技

術
の

融
合

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
用

化
事

業
化

マ
ッ

チ
ン

グ
，

研
究

デ
ザ

イ
ン

安
全

性
検

証
の

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

鳥
取

大
学

研
究

推
進

機
構

製
品

化
製

薬
化

実
用

化

鳥
取

大
学

戦
略

２
医

工
農

連
携

に
よ

る
異

分
野

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

取
組

１
：
医

工
農

連
携

に
よ

る
医

療
機

器
等

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

取
組

２
：
再

生
医

療
・
革

新
的

が
ん

治
療

法
の

実
現

の
た

め
の

新
技

術
開

発
取

組
３

：
健

康
で

安
全

な
社

会
の

た
め

の
菌

類
き

の
こ

資
源

の
活

用
推

進
取

組
４

：
染

色
体

工
学

技
術

等
鳥

取
大

学
発

治
療

用
技

術
の

人
獣

医
療

応
用

へ
の

実
現

化
に

向
け

た
取

組

医
療

機
器

・
医

療
シ

ス
テ

ム
再

生
・
革

新
的

が
ん

治
療

法
菌

類
き

の
こ

資
源

染
色

体
工

学
の

人
獣

医
療

市
場

展
開

地
方

創
生

起
業

と
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
形

成
医

療
関

連
市

場
へ

上
市

•
医

療
機

器
等

•
医

薬
品

•
診

断
薬

•
健

康
食

品
•

創
薬

支
援

ツ
ー

ル

•
雇

用
創

出

•
経

済
活

性
上

市
に

よ
る

効
果

ベ
ン

チ
ャ

ー
設

立

フ
ァ

ン
ド

・
銀

行

㈱
M
IC
O
TO

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

（
9名

）
㈱
Tr
an
s C

hr
om

os
om

ic
s（
14

名
）

㈱
ジ

ー
ピ

ー
シ

ー
研

究
所

（
5名

）
㈱
PA

CT
（
3名

）
㈱
ch
ro
m
oc
en

te
r（
14

名
）

㈱
ハ

イ
パ

ー
ブ

レ
イ

ン
（
3名

）
㈱

ｴ
ﾎ

ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ･

ｾ
ﾗ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ
ｨｸ

ｽ
（1

名
）

カ
ノ

ン
キ

ュ
ア

㈱
（
5名

）
等
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生
命

科
学

専
攻

、
機

能
再

生
医

科
学

専
攻

、
保

健
学

専
攻

の
入

学
生

と
修

了
者

の
動

向
お

よ
び

医
科

学
専

攻
に

お
け

る
入

学
者

定
員

0510152025

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

0246810

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

生
命

科
学

機
能

再
生

医
科

学

保
健

学
(検

)

保
健

学
(看

)

入
学

定
員

見
込

博
士

前
期

課
程

：
35

名

博
士

後
期

課
程

：
8名

博
士

前
期

課
程

修
了

後
に

想
定

さ
れ

る
進

路

製
薬

・
医

療
機

器
関

連
企

業
従

事
・
開

発
者

：
12

～
13

名
臨

床
実

践
者

（
認

定
遺

伝
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

高
度

臨
床

実
践

者
、

包
括

的
地

域
支

援
実

践
者

、
専

門
看

護
師

等
）
：
12

～
13

名
進

学
者

：
6～

7名
博

士
後

期
課

程
基

礎
医

学
教

員
：
1名

生
命

科
学

教
員

：
1名

保
健

学
教

員
：
2～

3名
創

薬
・
医

療
機

器
・
診

断
技

術
研

究
者

・
開

発
者

：
1～

2名
臨

床
実

践
者

（
病

院
職

員
等

）
：
1～

2名
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
起

業
家

：
0～

1名

•
鳥

取
大

学
医

学
部

附
属

病
院

•
神

戸
大

学
医

学
部

附
属

病
院

•
日

本
赤

十
字

社
•

川
崎

学
園

•
理

化
学

研
究

所
•

グ
ラ

ク
ソ

・
ス

ミ
ス

ク
ラ

イ
ン

•
中

外
製

薬
株

式
会

社
•

鳥
取

大
学

医
学

部
•

タ
カ

ラ
バ

イ
オ

•
シ

ス
メ

ッ
ク

ス
•

ラ
イ

オ
ン

•
日

本
学

術
振

興
会

入
学

者
の

動
向

就
職

先

再
編

後
の

見
込

こ
れ

ま
で

の
主

な
就

職
実

績
（
H
23

～
H
27

）

（
41

）
（
51

）
（
33

）
（
44

）
（
37

）
（
45

）
（
42

）
（
36

）
〔
9〕

〔
9〕

〔
9〕

〔
6〕

〔
9〕

〔
6〕

〔
13

〕
〔
5〕

（
13

）
（
12

）
（
14

）
（
14

）
（
9）

（
15

）
（
9）

（
10

）
〔
6〕

〔
3〕

〔
8〕

〔
3〕

〔
4〕

〔
8〕

〔
4〕

〔
4〕

1
(2
%
)

3.
8

(9
%
) 5.

4
(1
3%

)

4.
2

(1
1%

)
12

.4
(3
1%

)

7.
6

(1
9%

)

1.
4

(4
%
)

4.
2

(1
1%

)

博
士

前
期

課
程

■
基

礎
医

学
教

育
・
研

究
者

■
生

命
科

学
教

育
・
研

究
者

■
保

健
学

教
員

■
製

薬
企

業
■

医
療

技
術

開
発

企
業

■
製

造
業

■
医

療
機

関
■

進
学

■
官

公
庁

■
そ

の
他

3専
攻

の
1年

当
た

り
の

就
職

人
数

（H
25

～
H2

9）

博
士

前
期

課
程

入
学

者
数

博
士

後
期

課
程

入
学

者
数 上

段
の

（
）
は

入
学

者
の

総
数

下
段

の
〔
〕
は

保
健

学
（
看

）
の

人
数

鳥
取

大
学

発
ベ

ン
チ

ャ
ー

と
し

て
、

医
学

系
研

究
科

の
あ

る
米

子
地

区
事

業
所

の
関

係
者
(N
on

‐M
D)

が
関

わ
る

右
記

の
5社

を
立

ち
上

げ
て

い
る

。
そ

の
中

の
「
株

式
会

社
PA

CT
」
や

「
株

式
会

社
ｴ
ﾎ

ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ・

ﾊ
ﾞ

ｲ
ｵ

ｾ
ﾗ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ
ｨｸ

ｽ
」
は

、
生

命
科

学
専

攻
博

士
後

期
修

了
生

が
代

表
取

締
役

を
務

め
て

お
り

、
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
起

業
家

の
輩

出
実

績
で

あ
る

。
5社

に
就

職
し

た
O
B、

O
G 
(N
on

‐M
D)

の
実

績
は

右
表

の
と

お
り

。
※

株
式

会
社
PA

CT
は

、
20
18
.7

に
株

式
会

社
Tr
an
s C

hr
om

os
om

ic
sに

吸
収

。

社
名

設
立

年
月

日
就

職
者

数

株
式

会
社
ch
ro
m
oc
en

te
r

20
05

.6
.1
5

3名

株
式

会
社

ジ
ー

ピ
ー

シ
ー

研
究

所
20

12
.3
.3
0

3名

株
式

会
社
Tr
an
s C

hr
om

os
om

ic
s

20
14

.1
2.
17

2名

株
式

会
社
PA

CT
20

17
.2
.1
0

1名

株
式

会
社

ｴ
ﾎ

ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ・

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ｾ

ﾗ
ﾋ
ﾟｭ

ｰ
ﾃ
ｨｸ

ｽ
20

19
.2
.1
4

1名

0.
8

(1
0%

)

1.
2

(1
4%

)

3.
4

(4
0%

)
0.
6

(7
%
)

0.
6

(7
%
)

1.
4

(1
7%

)0.
4

(5
%
)

博
士

後
期

課
程
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